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平成２９年度｢食品の衛生管理技術向上ワークショップ研修｣の開催について 

研修テーマ『ＨＡＣＣＰ前提条件プログラム（一般的衛生管理）を構築する』 
 

地方独立行政法人鳥取県産業技術センター食品開発研究所〔所長 小谷 幸敏（ｺﾀﾞﾆ ﾕｷﾄｼ)〕では、『食品

の衛生管理技術向上ワークショップ研修』を下記のとおり開催します。 

食品の安全安心が社会的に求められている昨今、食品関連企業の皆様には食品の衛生管理やＨＡＣＣＰシ

ステムの導入が一層重要な課題となっています。 

今回、当研究所では、これからＨＡＣＣＰシステムの構築を目指されている食品製造事業者等に対して、

「前提条件プログラム（一般的衛生管理）」及び「ＨＡＣＣＰシステム」を構築することができる人材育成

のために、ワークショップ形式の研修を下記のとおり開催します。 
 

記 

 
１ 日 時  平成２９年５月１２日 (金) 、５月１９日（金）、６月  １日（木）、６月２３日(金) 

７月  ７日（金）、７月１４日（金）､ ７月２１日（金） の７日間 

午後１時３０分から午後４時３０分 

２ 会 場 倉吉未来中心 セミナールーム７ 
  〒６８２－０８１６ 倉吉市駄経寺町２１２－５ 
  ＴＥＬ ０８５８－２３－５３９０ 
３ 対 象 者  ＨＡＣＣＰ前提条件プログラム（一般的衛生管理）とＨＡＣＣＰシステム構築に、これか

ら取り組もうとしている県内食品製造事業者等の衛生管理担当者、ＨＡＣＣＰリーダー、

リーダー候補者、工場責任者等 
４ 内 容  
 タ イ ト ル ＨＡＣＣＰ前提条件プログラム（一般的衛生管理）を構築する 
 講 師 ミカミ食の安全相談所 所長 三上 一治（ﾐｶﾐ ｶｽﾞﾊﾙ）氏 

 概 要 ①前提条件プログラムとは 【座学】 
②前提条件プログラム（一般的衛生管理）の作成  【座学・ワークショップ】 
③ＨＡＣＣＰプランとは  【座学・ワークショップ】 

５ 参 加 料 無料 

６ 定 員 １０社２０名程度（各社２名参加を基本とし、１名でも可。３名以上は要相談） 
７ 申 込 方 法 下記担当者へファクシミリ又は電子メールで、5月 8日（月）までにお申し込み下さい。

  (地独) 鳥取県産業技術センター 食品開発研究所  
食の安全・安心プロジェクト推進事業担当専門員 青木 公平・ 松尾 哲 
   ・ファクシミリ：０８５９－４４－０３９７   
   ・電子メール: aoki-ko@pref.tottori.lg.jp 

８ 問 合 先 上記の資料提供担当者まで御連絡ください。 

９ そ の 他 

(講師紹介) 

 

 

昭和５２年大山乳業農業協同組合に入協。販売課長・製造部次長・品質管理部次長を歴

任。この間、食品衛生指導者として、７Ｓ活動・ＨＡＣＣＰ導入・ＩＳＯ２２０００導入・

鳥取県クリーンパス導入などに携わり、平成２４年より監査室勤務。ＨＡＣＣＰ指導・Ｉ

ＳＯ２２０００内部監査・ＦＳＳＣ２２０００導入案策定を指導。その実践活動の内容は、

食品衛生管理関連の雑誌に広く紹介されている。平成２６～２８年度には鳥取県食の安

全・安心プロジェクト推進アドバイザーに登録され、鳥取県食品関連企業の鳥取県版ＨＡ

ＣＣＰ（鳥取県ＨＡＣＣＰ適合施設認定制度）構築を支援。平成２８年度からは鳥取県  

ＨＡＣＣＰ推進専門員にも登録。 

 


